家保だより
[image: image1.wmf][image: image2.wmf][image: image3.png]


[image: image4.wmf]　家畜の暑熱対策について
～早めの準備をして被害を防ぎましょう～
　今年も７月に入り、梅雨と同時に気温や湿度の上昇が感じられるようになってきました。
　震災の影響の大きい東北電力・東京電力管内においては使用最大電力を一律１５％削減することが求められており、畜産経営においても可能な限りの節電が求められています。
　すでに６月に入ってから暑熱被害が発生しているという報告もありますので以下の５つのポイントを参考に、無理のない範囲で節電しつつ、十分な暑熱対策をとって今年も暑い夏を乗り切りましょう。
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　　　　◎熱を減らしましょう
○よしず、庇陰樹、ブラインド等を設置し、日除けする。

　今年はつる性の植物が品薄との報道もありますが、アサガオ等は比較的入手しやすいようです。
[image: image6.wmf]○屋根に石灰、白ペンキ等で塗装する等、畜舎内に進入する放射熱を軽減させる。
○糞も畜舎内の熱源となるのでこまめに除糞を行う。
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[image: image8.wmf]  　　　◎風を上手く使いましょう
○壁面、窓を開放し畜舎内の風通しを良くする。
○換気扇、ダクト等の点検、掃除を行い、電力の無駄を無くす。
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  　　 ◎水を上手く使いましょう
○家畜に直接散水し、体温上昇を抑える（湿度の低い日中～夕方に行うと良い）。
○畜舎内外に散水し、畜舎内温度の低下を図る。
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[image: image12.wmf]○乳牛、繁殖牛等は、夜間放牧を実施する。
○日中の放牧、パドック放飼は、必ず庇陰林などがある牧区（パドック）で行う。
○家畜の行動をよく観察し、異常家畜の早期発見・早期治療に努める。
  　　 ◎エサに気をつけましょう
○新鮮な水を常に十分飲水できるようにする。
○発汗などによりミネラル排泄量が増加するので、添加剤給与量を再度確認する。
○呼吸数の増加によりエネルギー要求量が増加するため、飼料の栄養濃度を高める。また、涼しい時間帯に給与するとともに給与回数を増やし、採食量低下に対処する。
○反芻家畜の場合、消化性の高い良質粗飼料を給与し、体温上昇を抑えるとともに、重曹などの緩衝剤を給与し、ルーメン内のｐH低下を抑える。
乳牛の暑熱期における飼料給与について
　
　乳牛の飼育環境の適温は、４～２４℃の範囲です。環境温度が２４～２７℃になると採食量が減少し、乳量減少・乳質悪化・受胎率の低下へとつながってしまいます。
表ページには家畜の暑熱対策についての基本的なポイントのみ記載しましたが、乳牛にとっては飼料給与における暑熱対策がとても重要となります。以下に５つのポイントを上げましたので、今後の暑熱対策の確認をしてみてください。
ポイント１.　早朝の飼料給与
　乳牛の体温は朝～昼まで低く、夕方～夜にかけて高くなるリズムがあります。飼料摂取後の代謝による発熱を抑えるために早朝給与に心がけましょう。

ポイント２.　消化性の良い粗飼料の給与
　稲わら・刈り遅れの牧乾草などは消化が悪いため、第一胃内に滞留して余分な発酵熱を産生し、体温上昇を招きます。消化の良い高エネルギーの粗飼料を中心に飼料給与を行いましょう（反対に消化が良すぎることによる軟便に注意！）。

ポイント３.　粗飼料の摂取量が落ちたら・・・
　分離給与方式の場合、体感温度が上がると粗飼料の摂取量が減少し、相対的に濃厚飼料の摂取割合が増加します（アシドーシスや蹄病の原因）。粗飼料の摂取量が減少したら、必ず濃厚飼料の給与量を減らしましょう。また、粗飼料の摂取量減少を抑えるため、多回給与や切断長の短縮、夜間給与を行うことも有効です。

ポイント４．カビの発生に注意！
　サイレージなど水分が多い飼料は特に腐敗しやすく、暑熱ストレスで弱った肝臓や第一胃内の有益な微生物に大きなダメージを与えてしまいます。保存管理をしっかり行いましょう。

ポイント５． ＴＭＲ（混合飼料）調整

　水分が少ないと粗飼料と濃厚飼料が接着しないため、分離給与の場合と同様に濃厚飼料の選び食いが生じてしまいます。また、長時間放置して乾燥したＴＭＲは嗜好性が悪くなります。暑熱時のＴＭＲは高めの水分と新鮮なＴＭＲの給与が重要です。
　早めの対策で暑熱被害を予防しましょう。

　また、何かありましたら家畜保健衛生所まで御連絡ください。


県央家畜保健衛生所　TEL 028-689-1200　FAX 028-689-1279　
県南家畜保健衛生所　TEL 0282-27-3611  FAX 0282-27-4144
県北家畜保健衛生所　TEL 0287-36-0314  FAX 0287-37-4825



◎家畜の管理に気をつけましょう








